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授業マネジメントの効果に関する研究

森 正 明

は じめに  

1991年の大学設韓基準の大綱化〈以下，大綱化)以後，多くの大学でそれまでの一般教育科 

Eを教養教育の一環として捉え 1，2年次に競修させていた科目の年次ごとの見査しが検訴

され，新たに初年次教育 (FirstYear記xperiences)等がカワキュラムの中に設置されるよう

になった.務自名は， r 導入演習J，r基礎演饗J，r 初年次演習」などで，レポートの書き方や

図書館での文巌検索実欝等を盛り込んだ授業も展開されている.こうした授業の事例として鈴

木は，学ぶ意欲を引き出す授業デザインに焦点をあてて， 10週開作業学費やグル}プ学費を

持い，その後は学生に授業を担当させる体験をとおして知的貯寄心を高め，その後の研究につ

ながる授業実銭を報告しているり.

上記のような大学授業を研究対象とした報告は，大学教育学会や FDブォーラム等大学教育

を研究対象とした学会や時究会で行われてきた.その中で，授業効果を生むシステムを経営学

的な視点で捉え，マーケテイングやマネジメントという用語を用いて授業の事前，事後の取り

組みを含む活動が授業効果をあげる大きな要調であるのではないかという問題提起が中津井

場捧脊教科目との関連4)，3)，2)らによってなされている(2007))，高講6∞(2や奨罵の6)包∞ 
でU，木内らが l年次の祢育を初年次教育の一環として設費づけ，とりわけ予習として学生が

持ち婚る課題に熊点をあて，この課題に取り組む体験が大学 1年次の建寮生活の意識を向上さ

せているという事例を報告しているが.

筆者は，これまで事前→実習→事後というながれを重視し，準償還動の指導の事例や学

生によるレクリエーション指導の実態を報告し その授業効果について検討してきた告げ今

回f患の教科詰でも授業効果をあげる重要な要国であると考えられている事前の敢り組みや事後

の綴り返り等が，措法をf辛う実技・実習授業(以下，集中授業)でも同様に効果をあげること
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が明らかに会れば，これからの大学鉢育の一つのよそデルとして提示できることにつながる可能

性がでてくる.

またFDの視点からも，実施している授業や開講したばかりの投業を対象に点検・評価し

ていくことが重要で，授業マネジメント評鋸で使用されている� PDCAサイクル� (Plan-Dか� 

Chec孟-Act) n:1)を参考に，点検・都儲を行うことができる.授業効果に関する研究誌，調査禦

による授業クラスの実態把擁や比較検討も重要ではあるが，多様な形態で実擁されている授業

を対象にしてその効果を検討していくことも重要である.そのためには事例研究の視立から報

告を蓄積して，多くの教科目や大学ごと学部ごとの特住ある授業を参考に，その後の研究をす

すめていくことも意識あることであると考える.

そこで本研究では，本学文学部における集中授業(校外実習を含む)の事例を対象として，

授業γ ネジメントの勃果について検書する.

話的�  

2008年度に文学部の体育実技で実施されている集中授業(半期+4泊� 5日等)を対象にし

て，授業マネジメント{こニャは，事蔀・事後の取り組みを含む授業内容)の害勢性とその効

果について検討する.

手 続 き

文学部慢業の概要

文学部では，� 1992年から� 30数年間畳間部の学生iこ開講していなかった(半期+4治� 5詰}

集中授業(ぞれまでは，� 3治4日の水泳や，スキ…の授業会シーズンコースと呼んでいた)を

関讃した(キャンブとスキーの� 2種話Lその後，学部改革iこ連動して一時共通科目で開講し

たが，腰修者の受講保障ができ会いことに配慮し，� 20∞年から体育実技科目へ戻し現在に歪

っている.文学部の保鷺争奪育軒目は，講義〈前期� 2単位，� 5.5コマ)実技(通年� 1単f立，� 36コ

マ)を学部の必修軒目として開講し，体育実技は，研究基礎(1)(2)，各� 2単位，外国語科話� 

2科臨〈各2単位)，基礎波習(1)� (2) (各2単位)と共に，� 2年次までに修得しないと 3年

生に進級できないスクリーン科目として位麓づけられている.

集中授業は，キャンプ， トレッキング多摩，ゴルフ，テニス，スキーの� 5種目を開講し，授

業繁男の学金負担(1万円以上経費を要する授業には，一律3，()(お円の補助がある}を考惑し
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て，希護者のみが履修することができるようクラス指定からはずした形態で文学部生全体を対

象に最初に議芭決定を行っている.毒望する集中授業が壊{壌できなくても，指定された時間の� 

5 7種告の選択が可能な抽選を実慈している. こうした謡選方法も重要な授業マネ

ジメントに関わる事項であると考えているので， タップと入念会事前・事後の検討

を有っている.

対象�  

2008年度から全学部合併授業という形態の授業が開設され，文学部ではトレッキング多摩

(以下， トレ多摩)という，多摩地区のハイキングコースを前期の問に縦走するという集中授

業を開講した.今国]は，このトレ多摩と� 2002年から(前期十� 5泊8自)開講しているキャン

プの授業を対象にして，授業マネジメントの実態と授業効果について検討する.

事憐� 1) トレッキング多難

表1 2008年夏� fトレッキング多憲j授業遂行義

定時{学内)授業;本曜4時罷

第一体育舘内バスケットコート

第一体育館内A教室

第一体育舘エリア屋外バレーB

灘動議，運動靴，タオル，帽子

集中(学外)械業;� 

日開 コース� 備考

1
i 4/27 時の薬蹄コース� 

…
q，h 5/25 難場山コース� 

一
円
。
…
必

6/8 生藤山コ ス� 

前日からナイトハイク� 

ιτ

大岳・告の出コース

7/6 法問題担コース

5 テント治，野宿{肴望者)� 

8 旅舘寵is

交通襲;策費負担

食料鞭;実鞭魚指

実習費;保険代，宿泊費，記録費，雑費(適時徴収)
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2008年衰のこの授業は，前期水曜日の� 3時接吾に開講し事前準欝としての理論は，教室で

行い実絡に関わる揺其や持ち出す器材の点検や口ンパスワーク等の必要な技街を修得し，

の縦走コースを日曜日 (4回)に歩き，残りのコ…スを夏季休業期間に� 1 i自2日(2 1m)で歩

いた.各自の取り組みについて辻，実施後の授業で点検を行い，課題文を書かせ次のトレッキ

ングの参考とした.後期に設難のまとめとして，教室授業を実施し会計報告，報告欝の配布� 

(CDROM)等を苦い終了した.

事現� 2)キャンプ
 

襲2 2∞8年度文学部体背・スポーツ(実技)rキャンプj授業進行表


日緩 主な授業内容 集合(雨天のとき〉 備考�  

l 4/ 9 ガイダンス 第一体育館バスケット� 

2 4/16 IC88rea孟CD
l1le紹介

援外バレーB 
{第一体脊館パスケット) 

3 4/23 
Ice Br'翰� k@

イニシアティプ・ゲーム
屋外パレ…B 
(第一体育鍬パスケット} 

4 5/ 7 
キャンプの義礎知識・技術争

ロープの結ぴ方
第一体育館倉庫前

『細事� jきJ10mを各

自で購入，持参.� 

5 5/14 
キャンプの基礎知織・技術②

タープとシェルタ…(設営・撮収} 第一体育館倉庫前� f縮引きj持参.� 

6 5/21 
キャンプの基礎知識・技術金

テント(設営・撮4又〉� 第一体育館倉庫前

7 5/28 
キャンプの基礎知識・技術部

コンロの使い方{調理実習)
第一体育館倉庫前� 

f食材H食器JU旗手j
授業機始� 12 : 40 

8 6/ 4 
キャンプの義礎知総・技術舎

主主露とコンパスの使い方

選外バレーB
{第一体育館パスケット〉

プログラム費� 

￥8，5∞(予定)支払い，� 

9 6/11 キャンプの基礎知織・技術舎
野外活動と気象，被駿，億人装備� 

第一体育館A救護

10 6/18 
キャンプの基礎知議・技術⑦
安会管理，マナー，自然の援し方 第一体育館A教室

11 6/25 
予磯蕊� 

内容:(前の週に指示しまサ)
前の逓に指示します� 

12 7/2 
キャンプ実習の針画と準備窃

車分け，係分け� 
第一体育館A教護

宿泊・食事t￥27，αぉ
(予定}払い込み.

13 7/9 
~ャンプ実曹の針磁と準備②
狭備委?遜，その他� 

第一体育館A教室

14 7/16 実習の最終打ち合わせ 第一体育館A教室

+[集中J(キャンプ実習)

綴鶴�  .2008年� 9月158-9月却日(予定)� 5治� 68

場所..長野県野畏滋湾近

費 用:織事事27ぷ治円(宿泊費・食費く12食分十8，5∞円(プログラム費)

交通費:実費負担� 

4砂〔定時) (大学での授業)準備するもの

運動着，運動靴(外績き).室長記兵舎クリアファイルA4，帽子， タオル類.� Jニ表鎗考機記事長物
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表3 <キャンプのしおり>作成に向けて

用紙サイズ-A4版(縦置き，横書き)

ボリュームー 2~3 枚

注意点一①簡潔な文章(箇条書き等)，ワープロ作成

②図表・写真等を用いてピジ、ユアルに作成

③「考察」を必ず入れる

④参考・引用を明らかにする� 

※成績評価の一部とします(下書き，面接，最終稿=以下のステップ全てが評価対象).

<作業の流れ> 

| 下書き作成� | 

|面接| 
  

6/23 (月) 16: 30 ~ 18 : 30 


6/25 (水) 17: 00 ~ 18 : 30 


<3号館� 6F研究室> 


|提出(1回目)I 

6/30 (月) 18: 00 

<3号館� 6F研究室>

|返却|  

7/2 (水) 授業時

|修正・清書|

|提出(2回目)I 

7/7 (月) 18: 00 

|しおり印刷・製本| 

7/9 (水) 授業時

※面接時に下書きを持参すること

(少なくとも“項目"をリストアップし，大まかな下調べを完了していること)

※最低� l回は面接は受けること
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2008年度の授業は，前期水曜日の� 4時限自に としての理論は，教室で行い

実鶏に関わる用其や持ち出す器材の薙認，コンパスワ…クやテント張り 調理実習等を行って� 

9月15日から� 5 is6 B長野県のY詰CA野武器キャンヅ場で実態した.この期関内に� l泊2日

で，火打出の登山を行った.

結果と考察

事例� 1)についての担当者評価

〈トレッキング多摩〉

東京都の山岳部を徒歩で縦断する過程で，初捗的な登山技術をマスターし，活動地域の自然

環境や難史文化;こついて学ぶことを目的としている.キャンプ同様班編成をし，その中で係を

決めて仕事の役謡分担を行った.活動内容もテント治が含まれるため 詣泊用具や調理器具な

ど管理が長要となる.全コースを� 6[K興に分けてき長いたが l区関を歩き終わるごと

の提出を求め，提出を受けた後に教員がコメントを付して返去pした.� 1回程の諜購は� f衣料，

装備，食料，団体行動についての評舗点と課題点J，2題吾は� f雨中のトレッキング訴に感じ

たこと， トレッキング中に感じたこと， トレッキング援に感じたことJ，3盟話法� fトレッキ

ングにおけるリーダーとフォロアーの役割J令どである.継続型の授業では� 1盟1鵠ぴ〉議み

盤ねが大切なので，問題点を修正しながら次聞につなげるように工夫した.

*授業終了後，首都圏自然歩道連絡協競合(東京都)からの『踏破証jを全民が受け取り踏

破が認定された.実施した授業内響が� f踏破証jというかたちで第三者評価を受けたこと

になる.

事例� 2)についての担当者評鑓

くキャンプ>

キャンパー(参加者)がそれぞれの役割を担いながら運営していく� f組議キャンプ� (orgか

れizedcamp) Jを行っている.全体を，いくつかの瑳� (7 ~ 8名で構或)に分説し，各瑳の中

で班員が次に示すような役割を胞う(一人一役). 

-班長(1名)一一斑の取りまとめ，渉外

・会計 (1名)一一予算立案と会計報告(宿泊費，交通費，食費，保険代など)

・装積係� (2名)一ーキャンプ摺品，登山用其等の背理(点検・荷造り・搬送など)

・食事ヰ需は名〉一一野外炊事メニュー(立案・購入希毅送など〉
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-生活・衛生係(1名)一一救急薬品の準備・管理，班員の健康状沈の把握，寄生にかかわ

ること

・記諒係(1名)一一気象予報の把握，行動記録，撮影，報告審づくり

自然環境の中で生活しながら様々な昌然体験学習を行うキャンプでは，億のスポーツ種目に

比べ多くの用具を捷いこなすことが必要となる.野外炊事でマキを作るためのナタやノロギ

リ.ナベ，ハンゴウ，鉄援などの調理器具.宿泊荊品としては，テント，タープ，マット，シ

ュラブなど.その飽，ガスバーナーやランタンなどの火器，地関やコンパスなどなど.用具の

使用法については授業の中でしっかりと指導しているが，実際の使用にあたってはこの他に，

それぞれの用具に破損や不具合がないか古寂挨した上で荷造りし 撮出する必要がある.例え

ばテントは，本体，フライシート，ポ…ル，ペグの部材で構成されるが，これらの部材一つ一

つを事前に入念にチェックしなくてはごよらない.チントについて学習するということは，ただ

単にテントの設営・議収方法について覚えれば足りるということではなく，部材の管理方法や

破損がある場合には修理方法を学ぶことでもある.食事作りにしても，メニューを立てたら，

必要な食料品をどのように購入・手寵するのかも検討しなくてはならないし，どのような食料

装犠が必要かも併せて考えなくてはならない.授業時間内に全ての作業をこなすことは難しい

面もあるので，そのような場合には各係の学生と萌談し作業をすすめる.

キャンプ実普請に作成する[キャンプのしおり jは，実施要墳の他に， rキャンプの豆知識j

のような形でキャンパー(参加学生〉が下調べした各種の需報を掲載している.原稿作成の過

程で，教員と面談することを義務づけている.

また，事後に iま，行動記諒や感想文，写真などを掲載した報脅替を作成している.

事鍔 1)については，日増りコースの準欝は，毎週水曜日に行われる定時の授業時間中心に

取り組み. 1 7白2日のコ…スにおいては，学外授業前日と翌自を準欝日と，後片付け目として

活用している.表 1の授業進行表iえ学内授業と学外授業(日帰りと 1ia 2日)の日程を示し

たものである.定時の学内授業は，学外援業の準備と次の学外授業のために前自の反省を生か

した弄プランを金薗する時期として役立つている(資料 2，3参照).こうした取り組みは，実

習全体の授業効果をあげるための取り組みであることはもちろんであるが，何よりも突発的な

事態に対応できるワスクマネジメントのーっとして，撞めて重要な取り組みでもある.

授業マネジメントの評彊の基準として考えられている PDCAサイクルで見ると， P (Plan) 

にあたる事離の取り組みにか会りの持聞を費やして取り組んでいる.容にコ…ス設定に際して

は，学生に提示する以前に棺当者の下晃が必要である.その上で安全なルートを決定する.日



40 中央大学楳鷺体育研究所紀要 第 27号

曜日を利用したトレッキングのための準錆を大学の授業時に実施し，実習に必要な参考書等を

利用した資料収集や食料等の購入は自営の生活時関の中で有われる.大学の実習授業形態の解

釈は，実技券 はD(Do)を中心とした活動でありそのための予習時間が加味されていない

ために，講義形態とは単泣換算基準が異なっているが， トレ多援のような形態の授業では予留

にあたる事前の自記学習時間等が合まれていると考えることができる.次に学外実習 D(Do) 

にあたる取ち組みがトレッキングである.ここでは 当日の天棋が参加学生の心理閣に与える

影響等についても考えさせる絶好の機会となった.また，各国のトレッキングを通しての反省

や課題を振り返らせ，次回に引なぐ手}Il翼をとっている.

今聞は，このような授業形態で取り組んだ l関誌の授業であったので，今後に向けてのケー

ススタディ的な要素も合んでいる.

この授業が打ち出したテーマは，本学の体育の授業では対象としなかった地域のトレッキン

グコースを踏破することに取り組んだ、ことにある，多摩の地に移転後 30数年を経過して地域

の自然を授業テーマの中心に震いたことが特色であるおそしてこの体験を過して学生が，地

域から学ぶ多くの教材を発克し，その後の学習に役立てるなど，これまでの実技科話では経験

できなかったことが学鷲できた.定時の授業と学外授業での体験をその次の学外授業に反映し

て取り組むというながれが，重要であることが明らかとなった.このながれは， PDCAサイク

ルの視点からみても，大い iこ授業効果をあげる要因であったといえる.その意味で，今年度の

授業日的は達成したといえるが，日曜時の実撞時期や実施昌数の妥当性等の課題については今

後精査し，より長い授業となるようさらに検討を加えて車り組むことになる.

事例 2)のキャンプは 印92年以来 継続して爵講している授業で為る.キャン

特急も， トレ多勝同様，実響のための準備i持容が授業全体の或巣をあげる大きな要国である.

このことは，これまでの授業報告でも取り上げてきたが， FDの評価や授業鶏巣をみる基準と

して用いられている PDCAサイクルの視点からも重要な叡り組みで為ると考えられる.表2の

授業進行表にもあるように必要なキャンプ技第の実習は，定時の学i持授業時に行い，キャンプ

技街論や地形や地域の文化等の資料収集は 宿題として各告が学内授業時以外の持間を使って

取り組んでいる.また作成中の資料は，担当教員がチェックするというきめ組かな点検も行わ

れている〈表 3，資料 4，5参照).さらにこの授業では 4年前から 2，5∞m級の火荷山の釜

山を授業内容にいれたことにより，事前の準積にかける時間や取り組みの重要度が増した.実

錯している 9丹の中旬は，明け方摂氏 O度近い気温になることもあり，寒さ対策や登山道を安

全に渉くための靴の必要性を事髄授業で十分に理解させ，万全を期して授業に臨ませることが

不可欠?ある.現地での最終確認時には，防寒具等のチェックを持い，不備な場合には現地で
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購入させることもある.厳しすぎるようでもあるが，用具の不備は最悪の場合，命に直結する

こともあるので妥協せずに実施している.また火打山キャンプ場のトイレは，環境保全の関係

でバイオトイレなので， トイレに使用した紙類は全て持ち帰りとなっている.この体験は，全

員が初めてのことなので始めのうちは戸惑いもあるようであるが，最終的には環境への配慮に

対して身を以て体験する良い機会となっている.この登山計画のために，多くの時間を割いて

事前授業内容が組まれているといえる.準備 P (Plan) 8割といわれるキャンプ授業の重要な

取り組みでもある.団体装備，個人装備の意義や使用方法を理解して実習に向かわせること

が，授業マネジメントの視点からも重要である.実習時 D (Do) としての取り組みは，天候の

判断や最終的な判断を全て学生にゆだねることはできないが，様々な場面で学生自身がより良

い判断をして行動ができるよう， トレーニングを積むことも必須事項である.

他には，キャンプを実施している長野県野尻湖周辺の地域研究という視点から，地元のそば

屋に依頼して「そば打ち体験」を実施している.この体験は，そば打ち指導を行う主人の見事

な技術に感動することはもちろんのこと，そばを育てよい水を使うことによっておいしいそば

が出来上がる過程にも理解を示す，貴重な体験となっている.このプログラムとの関連は，事

前の「しおり J作成と連動している(表 3参照).各自が一つのテーマを設定し資料収集をす

ることになっている.そのテーマの中に郷土食や地域の歴史や文化について取り組む学生がい

るので，実習はその応用編としての役割を果たしている.

事後の取り組み例としては，このキャンプ授業での個人や班，係ごとの活動をふりかえる報

告書作成がある.事前に行う学内授業から始まり，実習中の総括，そして事後の反省を含めた

活動内容の記録である.この報告書は，受講学生の総まとめとしての機能も果たしているが，

次年度以降の学生の参考資料としても貴重な資料であり，年度をまたいだ役割を果たしてい

る.他には，会計が学生に関わる雑費の担当をしているので，事前の買い出しゃ集金，そして

事後の会計報告と返金まで，長い期間に亘って携わっている.ここにも，事前→実習→事後と

いうながれの中で活動している実態を確認することができる.こうした一連の流れを考慮した

取り組みが， PDCAサイクルで説明される授業マネジメントに配慮した取り組みであるといえ

る.

まとめと今後の課題

大学教育において授業効果に関する経営学的な視点からの取り組みが始まったのは，前述の

ごとくであるが，多くの大学の授業では，必ずしもこうした視点からの取り組みが受容され，
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きめ謡かな授業マネジメントが実施されているとはいいがたい.その理由は，種々考えられる

が特に今回取り上げたトレッキングやキャンプを教材とした授業の開講は，憶の大学では数多

く開講されていないことにも起菌している.これまでの集中授業は，どちらかというと

習時間活動を中心とした授業形態で実擁されてきた傾向がある.これまでの授業も実習時の技

術や体力の向上がはかられ 悼爵づくりができた等の実績をあげてきたと考えることができ

る，しかし，集中授業こそ事前や事後の寂り組みと一体で捉えさせることが援要であり，そこ

には学生にとって多くの発見やその発克に対する開題解決につながる体験ができる要素を多く

持っていると考えることができる.その意味でも，これまで積み上げてきた授業実績に加味す

るかたちで，事訴に理論を学理し，必要な準備等の取ち組み (Plan) 金行い実習 (Do) に向

かう.そして，その点検・評舗 (Check) を実撞し，次の授業 (Act) につなげていく PDCA

サイクルの視点からの取り組みが，授業効果をあげていくことにつながっていくといえる.今

後は，集中設業で展開できるマネジメント要素を有効に生かした援業計麗が，多くの集中授業

で検討されても良いのではないかと考えている.

今回事例として取り上げた文学部の授業でも，これが最善の取り組みであるという状況では

なく，これまで以上に配壌が行き稲いた授業内容にするために授業の事前・事後の取与組みが

不可欠で，特に事前授業に多くの時開を割いてでも準鑓することが，実習期掲の授業成果につ

ながると考えられることから，いかに準備が大切であるかということを意識させる取り組みか

ら姶めることが重要である.このことは，語当者である教轄のみならず何よりも

識させて取り組ませることが必要であり，そこから強者とのつながりや自熱への配慮や畏敬の

念が生まれてくるのではないかと考える.

今後は，今臨取ちあげた事前→実習→事後という授業マネジメントのながれをとおし

て，成裂をあげる取り組みの立検・評価を実嬉し，授業効果をあげる授業マネジメントのよそヂ

ル提示を行っていきたいと考えている.

*今留の原稿については，授業研究班主査の森研究員が，同研究瑳の布 8研究員からの提出安料をもと

に出難した，

設1) 典霊的なマネジメントサイクルの一つで，計画 (Plan)，実行 (Do)，評価 (Check)，設普 (Act)

のプロセスを穎に実擁する.業務改善活動を継続的に持うための手法であり， FDの義務化に伴い大

学教育の授業評髄等でもこの手法を用いて検討されることが多い.大学教曹学会等では， 5年韓誌か

ら嫌々を授業の取り組みを喜子髄する手法としてこのサイクルを用いて検討した報告がなされている.

品質管理の父といわれる W.エドワーズ・ヂミング (Dr.William Edwards Deming)が提案した手洗

註 2) 全学の専任録音量体育教員の緩識である，保健体1誉教幹運営委員会の下蕗組織として教務分科会があ
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りそこでの議論で，単一学部の授業だけではなく全学部合静芳三懇の授業を開講し，さらには多摩の地

域を対象にした内容の授業開講の按討を� 2∞6年から擬始した.� 1年間の検討後，� 2008年から

部の� fトレッキング多麿jと高学部の(スイミング(上級)Jが開講された.

参考文雄�  

1) 鈴木誠，学ぶ意欲を引き出す授業ヂザインとは荷かれ第26回大学教青学会，� 2004. 

2) 	 中津井泉，学生カ{{I率びる大学教育シンポジウム一変化する学生と社会，変化せざるを捧ない大学一，

リクルート� fカレッジマネジメンリ編集議，第� 12回FDブォ…ラム報告集， (封〉大学コンソーシア

ム京都，� 2006，27-51. 

3) 築罵のゆり，学溜共同体の講築とその維持…自常に埋め込まれたFD-，第� 13回FDフォーラム報

告集， (財)大学コンソ…シアム京都， 2008，3-3 3-9. 

む	 高橋伸一，京審構華大学(芸術・人文系大学)のFD活動-FDマネジメントサイクル構築を中心

に-， (財)大学コンソーシアム京第， 2007，154-157. 

5) 	 木内敦謡，中村友浩，荒井弘和，健康行動実践力を自指した大学体育設業…授業時間内外の課題実

践を患いてー，大学教青学会誌� 25(2)，2003，112-118. 

6) 	 森正明，授業効果に関する研究一準議運動(ウォーミングアップ)についての事関一，中央大学保

健体育研究所紀要第� 9号.1991. 

7) 森正明，授業効果に関する醗究ーレクリエーション指導の事例一，第41毘自本体宵学会報告，� 1998. 



44 中央大学保偉体育誹究所紀要 第27サ

資料1 2008年度� fトレッキング多駿j学外集中実施繋項

器提表;� 

日韓 コース 欝考

襲7 蜂の薬臨コ…ス

2

一3
一4

終了

終了� 

7/6 

蹄場出コース

生議山コース

浅間賂披コ…ス

前日からナイトハイク(希望者)� 

8/30 <準構>装鱒'食料計離 10:00 第一体育館ロピ…� 

9/ 1 
9/ 2 

5 
大岳・日の出コ…ス 大岳キャンプ場にテント泊

9/ 3 〈片付け>テント干し 9/3 10: ∞第一捧育館ロピー

(9/ 4) <詩集構>装積・食料計閥 {詰/3に終われば，告� /4は無し)
G 

9/10 
9/11 

棒ノ折コ…ス 奥多摩� f荒沢霊jに宿泊

-大岳・自の詰コース(テント治}集合;J日武議五言市解散� JR御岳

宿j自費;築費負担{￥3∞}

幕営料;実饗負担(I張謂￥1，仮眠

鎌乳洞入場料;実費負担(￥5∞)

交通饗;実費負担

食料饗;実費負担

保議費;実費負担

引率.4名

-棒ノ折コース{旅館泊) 集合� JR御岳解散 ;JR奥多摩

指泊費;奥多属医� f笈沢霊J17自2食付{￥6，925)

交通費;実費負強

食料費;実饗負担

保論饗;実費負担

引率.4名

資料2 諸連絡(I)

。学顛末レポート;� 

f自黙保護・環境保護のためにどのような取ち組みが大切だと考えますか� ?j

⑦トレ多輩でのこれまでの経験を誇まえて考えてください.

②特』こ，野外(アウトドア〉における行動主体の立場からどのようを取ち組みが可能か，考え

てください.

③参考悶曹として次の奪籍を読むこと.


野口健審.� r富士出を持すのは誰かJ.角Jlloneテ…マ21(2∞8年)
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※提出嬢諜	 ?丹訓告(厳守)


接出方法議子メール彊任完 


注意事議本文公開・評錨対象 


読後感想、文ではあちません.上記号舎が中心となります.

舎は必読ですが，毒くまでも参考密警です.

。連絡事項;� 

『回収したゴミは，自宅まで必ず持ちa掃り(駅のゴミ穏などに捨てない).車工Eに処分してくださ

い.個人でどうしても処分できないものは.� 7月9日の授業に持参してください.

協力をよろしくお願いします.

1.次回授業	 7丹9日 第一体育館A教室着替えなくてよい

持ち物.1，仮泊円(探険他)，コンパス，鈴，コップェル，バーナー，ガス，スタピ

ライザ，薬

選コッブエルiま読浄後，本をよく拭き完金に乾織させておくこと.� 

2.有畿記銭	 7月s自迄によ記メールへ{記録謀)

3.食料記諮	 {全科議〉

4. ゴミ記録	 {襲長・説議長}

資料3 rトレッキング多輩(棒ノ訴)J諸連絡

宿舎到着後� 

↓ 入治�  

18 :45 


19 夕食{食堂) 
  :∞ 
20 :却	 むかし話{囲炉裏)� 

23: ∞ 諮灯

1.議舎での生活について

1)蕪止事瑛一無差号外出，未成年者の歎 t民援2足場所弘外での喫壇，など.� 

2)お騒いー中央大生としてふさわしい行動・態震を心掛けよう.

おその龍一部慶では清諜な服装で，瀧難経路確認，蔀震の入れ誓わち{密治メンバ…のトレー

ド)は避ける， トレッキングで出たプミは持ち婦る，� 

2.貸出装備の返却について� 

1)鈴・コンパスー夕食時� 

2)シュラフシーツ-9月22日(月)12 :45--13 :15 第一体育館教員懇輩


該当者.4名
 

3.行動記録・感想文の提出について

日行動記録一各ポイント(概念関参照)の着・発時間

お感想文ートレッキング多憲(全般)を過して，あなたは，<何に気づき>，く何に心を動かさ

れ>.<何を身に付け{護得し)>.そして，くどのように変わった(変わろうとしている)か>

話築指先一担当教員� 

4)期限.-9完15B (援) 

4.報告会について
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必ず出席すべし!!

1)期日-1OJ:l15日(水)� 4時震� 

2)場薪…第一体育館A教室

3)内 容ー余計報告，報告書� (CD版)配事，完歩証明書授等{予定ー).その他

以 上

資料4 各瑳の孫表� 

z 班長山

.野外活動中の事故{戦i憐続究)と安全普灘

.キャンプのマナー

ロ殺備=

.登山(パッキング方法と役立つ小物類)

.飯ごうの使い方

コ=食料口

.かまど(かまどづくり，薪の組み方)

.北儒の郷土食

レクリエ…ション

令高野康之

.キャンプ・ファイヤーの意識と進行手願

=しおり金報告口 

4砂ナウマン象

.武田稽玄とよ杉謙信
 

φ小事孝一茶


.観天望気，避雷


=生活・寄生口

.熱中痘の予防と対処

@救急法(意識不明，外編)

資料5 08キャンプ確認事項

:おけ13第一体育館ロピー〈終了予定.� :∞11日(木)4号月01
汚れても良い蟻装で，筆記用具と雑市を持って，集会!! 大型ザックの貸出しもさき日行います.

おお“しおり"記載の携行品について=

口熊よけの鈴コ準繍不用{大学のものを貸し出します)

口ヂジタルカメラ功できるだけ持参してください(特に記録保の人〉

=参加者個人に対してm

口携行品準欝

※饗墳の携行品リストのものは必携.キャンプ場周辺で購入できるものはない.r忘れるなけ

口体力トレーニング

※ジョギング20分以上，避に最母2-3聞の頻震で.登山は決して甘くない.r織るなリ
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口前期の復習

※特にロープ・読図・コンパス・バーナーの使用法等. I分かる」・「使える」・「できる J，が前

提. rJ官、るなリ


口選択活動・個人別活動のプランニング


※不明なことや相談があれば 8月25日までに，担当教員へ


ロシャンプ一類持ち込み不可


※環境保護のため備え付けのものを使ってね!電源ありませんので，ドライヤーも使えません.

口体調の管理

※「早寝早起き」

※「頭痛J I目まいJ I動惇Jはないか?

※心電図検査(結果確認)

=係に対して=

|班長|

口班員の連絡先(携帯電話等)を把握しておくこと.

|装備|

口 9月4日(共同装備発送)絶対に欠席しないこと.当日，装備リストを作成してもらいます.

|食糧|

口 9月4日に，班の山行食を持参すること(生もの以外).共同装備と一緒に発送します.

|レク|

口ファイヤーについて計画しておくこと.

| 記録|

口報告書  (CD)のコンテンツ決定，収集方法について検討しておくこと.


ロデジカメ，携帯ラジオ，記録用機材の準備をすること.


|生活| 


ロキネシオテープの巻き方(膝・足首など)を調べて，予習しておくこと.



